
 

 

  
 

 

 

～ 音楽会を終えて ～ 

                           副校長 鈴木 伸之 

 

 先日の音楽会では、多くの方々にご観覧いただきまして誠にありがとうございました。 

こどもたちは、本番に向けて、合唱や合奏の練習に取り組んできました。その成果を十分に発揮し、保

護者の皆様や地域の方々に披露することができ、達成感を味わうことができたと思います。このように、今

後も日頃の学習の成果をお伝えできるよう取り組んで参ります。 

音楽会を終えたことにちなんで、ある作曲家の言葉から考えていきたいと思います。おそらく、多くの

方がご存じの「ヨハン・ゼバスティアン・バッハ」についてです。彼は、ドイツの作曲家でオルガニストと

して活躍しました。「音楽の父」とも呼ばれています。そのバッハが残したと言われる言葉があります。 

「音楽だけが世界語であり翻訳される必要がない。そこにおいては魂が魂に働きかける。」

この言葉から、言葉が通じなくても、音楽は言葉や国を超越し、わたしたちの心に伝わってくるという内容

かと私は捉えています。歌詞がわからなくても、いい曲と感じることがあると思います。また、どの国の音

楽とか関係なく、いい曲はいいと感じることができ、自分にとって忘れられない曲として心に残ることもあ

ります。ではどうして、音楽は国や言葉に関係なく人に受け入れられるのでしょうか。それは、バッハの言

葉にある「魂が魂に働きかける」の部分が教えてくれているように感じます。曲を作った人の想い、演奏

する人の想いが聞く人の心を動かすことにつながります。また、作曲家や演奏家の私たちの知らない苦労や

努力などの背景が曲や演奏に表現され、人々に多くの感動を与えているのではないでしょうか。 

このことは、音楽の世界だけではありません。農作物、水産物を扱う農林水産業やものづくりなどの工

業などにも同様に言えると思います。自分たちの生産したものが、消費者に喜んでほしいという願いが、多

くの人々の生活に潤いや喜びなどといった満足感を与えてくれます。 

音楽会では、こどもたち一人一人が様々な思いをもって演奏することができたと感じています。その思

いが様々な音として表現され、多くの方々にお伝えすることができたと思います。今回の経験を生かし、学

習や生活の場において、自分の活動に想いや願いを込め、それがクラスの友達との対話的な学びなどにつな

がり、学びが深まる機会になればと願っています。 

「心を動かすのは心」、私自身改めて感じさせてくれた音楽会であり、これからの学校生活にいかして

いけるよう努めてまいります。 
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